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行　　　事曜日
定期健康相談 ９：００～１１：３０ かみん
天体観測会 ２０：００～２１：００ 西小チャレンジ天文台月１
妊婦相談 １１：００～１１：４５ かみん
予防接種 (三種混合・麻しん風しん) 
　９：００～１０：００ (受付) １３：１０～１３：３０ (接種)
町議会厚生文教常任委員会 １３：００ 役場
行政相談・心配ごと相談 １３：００～１６：００ かみん
特設人権心配ごと相談 １３：００～１６：００ かみん

火２

町議会総務産建常任委員会 ９：００ 役場
３歳児健康診査（個別案内）
初級英会話教室 １９：００～２０：３０ 社教センター

水３

木４
金５
土６

上富良野駐屯地創立５４周年記念行事 ９：００ 駐屯地日日７
定期健康相談 ９：００～１１：３０ かみん月８
妊婦相談 １１：００～１１：４５ かみん
予防接種 (ポリオ・ＢＣＧ) 
　９：００～１０：００ (受付) １３：１０～１３：３０ (接種)
農業委員会総会 傍 １３：３０ 役場

火９

広報かみふらの６月１０日号発行
初級英会話教室 １９：００～２０：３０ 社教センター水１０
町議会全員協議会 傍 ９：００ 役場
男の料理教室 １７：００～１９：００ かみん木１１
キッズ親子料理教室 １０：３０～１３：００ かみん金１２
東児童館「おやつを作ろう」 １３：３０
西児童館「映画会」 １３：３０土１３

日日１４
定期健康相談 ９：００～１１：３０ かみん月１５
町議会第２回定例会 傍 公９：００ 役場議場
妊婦相談 １１：００～１１：４５ かみん
予防接種 (三種混合・麻しん風しん) 
　９：００～１０：００ (受付) １３：１０～１３：３０ (接種)
腎を守る食事の学習会 １０：００～１３：００ かみん
心配ごと相談 １３：００～１６：００ かみん

火１６

月のまちの行事予定

行　　　事曜日
町議会第２回定例会 傍 公９：００ 役場議場
初級英会話教室 １９：００～２０：３０ 社教センター水１７

木１８
免許更新時講習（優良） 
　１３：００～１３：３０ 消防２階大会議室
ハンギングバスケット講習会
　１３：００～１５：００ 日の出公園休憩舎

金１９

東児童館「迷路を作って遊ぼう」 １３：３０土２０
十勝岳山開き ８：００日日２１
定期健康相談 ９：００～１１：３０ かみん月２２
減る脂教室（生活習慣病予防教室） 
　１０：００～１３：００ かみん
妊婦相談 １１：００～１１：４５ かみん
予防接種 (ＢＣＧ) 
　９：００～１０：００ (受付) １３：１０～１３：３０ (接種)

火２３

７か月児健康相談（個別案内）
１０か月児健康相談（個別案内）
４か月児健康診査（個別案内）
１歳６か月児健康診査（個別案内）
初級英会話教室 １９：００～２０：３０ 社教センター

水２４

広報かみふらの６月２５日号発行木２５
すくすく離乳食・育児教室 １０：００～１２：００ かみん
自主企画芸術鑑賞事業
「井上堯之トーク＆ライブ － White Line －」
　１８：００（受付） １８：３０（開演） かみん

金２６

西児童館「スライム作り」 １３：３０土２７
第１１回住民会対抗ソフトボール大会
　８：００ 富原運動公園多目的広場ほか日日２８
定期健康相談 ９：００～１１：３０ かみん月２９
妊婦相談 １１：００～１１：４５ かみん
予防接種 (三種混合・麻しん風しん) 
　９：００～１０：００ (受付) １３：１０～１３：３０ (接種)

火３０

広報

かみふらの

ホームページ　   http://hp.town.kamifurano.hokkaido.jp
Ｅメール　　    jichi@town.kamifurano.lg.jp
発行／編集　　  上富良野町／町民生活課自治推進班６

 傍 …傍聴可　　公 …会議録を町政情報提供コーナーで公開　
「まちの行事予定」やお知らせコーナーに掲載している行事予定は、日時等が変更になる場合がありますので、主催者等にご確認をお願いします。

　忘れずに６月３０日（火）までに納めましょう。
�町民税(第１期)



知 ろ う ！！ 自 治 会 ２５住民会を紹介していきます

　

今
年
度
か
ら
住
民
会
長
に
な
り
、
地
域
に

住
ん
で
い
る
方
々
を
良
く
知
る
機
会
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
働
き
な
が
ら
役
員

を
務
め
る
こ
と
は
、
時
間
も
限
ら
れ
大
変
な

面
は
あ
り
ま
す
が
、
高
齢
の
方
が
増
え
て
き

て
い
る
状
況
も
あ
り
、
福
祉
活
動
な
ど
を
役

員
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
や
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

役
員
の
担
い
手
を
作
る
た
め
、
緑
町
住
民

会
で
は
、
各
町
内
会
の
持
ち
回
り
に
よ
り
役

員
を
選
出（
２
年
間
の
任
期
）し
、
役
員
は
継

続
す
る
よ
う
申
し
合
わ
せ
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
に
は
「
し

ら
か
ば
会
館
」
と

「
し
ら
か
ば
公

園
」
が
あ
り
、
住

民
の
憩
い
の
場
に

な
っ
て
い
ま
す
。

会
館
の
管
理
は
住

民
会
の
仕
事
で
、

鍵
の
管
理
や
玄
関

等
の
除
雪
は
大
変

緑
町
住
民
会
�

大
町
住
民
会
�

4
町
内
会　
　

班　
　

世
帯

１２

２２８
住民会長

平 田 喜 臣 さん

住民会長
健 名 伸 之 さん

4
町
内
会　
　

班　
　

世
帯

１１

162

　

大
町
住
民
会
は
、
長
年
こ
の
地
区
に
住
ん

で
い
る
方
も
多
く
、
隣
近
所
が
助
け
合
い
、

地
域
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
パ
ー
ト
に
入
居
さ
れ
る
方
に
対

し
て
は
、
個
別
に
勧
誘
に
伺
い
、
ほ
と
ん
ど

の
世
帯
が
町
内
会
へ
加
入
し
て
い
ま
す
。

　

住
民
会
で
は
、
様
々
な
行
事
を
し
て
お
り

特
に
毎
年
５
月
に
開
催
の
運
動
会
兼
観
桜
会

は
、
多
く
の
方
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
住
民

会
を
３
つ
に
分
け
、
高
齢
者
も
子
ど
も
も
参

加
で
き
る
内
容
で
、
ほ
う
き
試
合
や
玉
入
れ

な
ど
行
い
ま
す
。
軽
い
運
動
で
汗
を
流
し
、

そ
の
後
に
み
ん
な
で
食
べ
る
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン

は
、と
て
も
お
い
し
い
で
す
。

　

現
在
抱
え
て
い
る
問
題
は
、
高
齢
化
に
伴

い
、
役
員
の
担
い
手
が
少
な
い
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
行
事
に
参
加
さ
れ
る
方
も
固
定
化

さ
れ
つ
つ
あ
り
、
今
後
は
、
こ
れ
ら
の
問
題

を
ど
う
解
決
し
て
い
く
か
が
課
題
で
す
。

参
加
率
が
高
い
「
子
ど
も
会
」

　

子
ど
も
会
に
は
、
約　

名
が
登
録
し
、
廃

４０

品
回
収
、
四
季
彩
ま
つ
り
の
行
灯
行
列
参
加

や
ク
リ
ス
マ
ス

パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど

を
行
っ
て
い
ま

す
。
参
加
率
が
高

い
の
が
自
慢
で
、

い
つ
も　

％
を
超

７０

え
て
い
ま
す
。

ま
ち
を
き
れ
い
に
「
積
年
会
」　

会
員　

名
４５

　
「
積
年
会
」
は
、
美
し
い
街
並
み
づ
く
り
を

目
的
に
、
平
成　

年
に
設
立
さ
れ
、
歩
道
の

１２

花
壇
整
備
や
道
路
の
草
刈
り
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
誰
で
も

登
録
で
き
ま
す
が

現
在
ほ
と
ん
ど
が

　

歳
以
上
で
す
。

６５
　

健
康
づ
く
り
の

た
め
、
月
に
１
回

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
も

行
っ
て
い
ま
す
。

今年の運動会の様子
５月１７日　参加者８７名

で
す
が
、
皆
さ
ん
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
協

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
齢
者
の
ふ
れ
あ
い
事
業

　

年
４
回
、
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
と
し

て
、
お
元
気
会
、

敬
老
会
、
ク
リ
ス

マ
ス
会
、
ゲ
ー
ム

大
会
を
福
祉
推
進

員
と
福
祉
係
の
方

が
中
心
と
な
り
開

催
し
て
い
ま
す
。
対
象
は　

歳
以
上
で
、
毎

６５

回　

名
以
上
の
参
加
が
あ
り
ま
す
。
軽
運
動

３０
（
体
操
）や
ゲ
ー
ム（
輪
投
げ
、
ダ
ー
ツ
、
ビ
ン

ゴ
）な
ど
、
昼
食
を
取
り
な
が
ら
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

き
れ
い
な
環
境
〜
ク
リ
ー
ン
推
進
員
の
活
動

　

４
つ
の
各
町
内
に
ク
リ
ー
ン
推
進
員
を
配

置
し
て
い
ま
す
。

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
ご
み
が
散
乱
し
た

り
、
分
別
さ
れ
て
い
な
い
袋
や
他
の
方
が
投

げ
入
れ
る
ご
み
袋
な
ど
が
放
置
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
ク
リ
ー
ン
推
進
員
の
方
を

中
心
に
管
理
す
る

こ
と
で
、
き
れ
い

な
環
境
が
保
た
れ

て
い
ま
す
。
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

管
理
は
、
町
内
会

の
大
切
な
活
動
に

な
っ
て
い
ま
す
。

ほうき・ちりとりが備えられた
ごみステーション

�



知 ろ う ！！ 自 治 会 ２５住民会を紹介していきます

清
富
住
民
会
�

日
新
住
民
会
�

住民会長
渡 辺　 智 さん

１
町
内
会　

１
班　
　

世
帯

１５

住民会長
白 井 久 司 さん

１
町
内
会　

１
班　

９
世
帯

　

日
新
住
民
会
は
、
持
ち
回
り
で
、
全
戸
が

順
に
住
民
会
長
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
私
は
、
住
民
会
長
に
な
っ
て
か
ら
４
年

目
で
、
今
年
が
い
よ
い
よ
最
後
の
年
に
な
り

ま
し
た
。

　

各
行
事
の
参
加
率
は
、
非
常
に
高
く
、
ほ

と
ん
ど
全
戸
が
参
加
し
て
く
れ
ま
す
。
新
年

会
か
ら
始
ま
り
、
敬
老
会
の
開
催
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
特
色
の
あ
る
行
事
と
し
て
は
、

春
と
秋
に
「 
社
日 
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市

し
ゃ
に
ち

街
地
区
の
方
は
、
あ
ま
り
ご
存
じ
な
い
行
事

と
思
い
ま
す
が
、
社
日
は
、
古
代
中
国
に
由

来
し
、「
社
」
と
は
土
地
の
神
様
の
こ
と
で
、

春
の
社
日
に
お 
降 
り
に
な
り
、
秋
の
社
日
に

く
だ

天
に
帰
ら
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

日
は
土
を
い
じ
る
、
掘
り
起
こ
す
こ
と
は
せ

ず
、
春
は
、
五
穀
を
供
え
て
豊
作
を
祈
り
、
秋

は
、
初
穂
を
供
え
て
収
穫
に
感
謝
す
る
と
い

う
も
の
で
す
。

　
　

月
に
は
、
地
域
の

１２
古
老
と
い
う
か
高
齢
者

が
先
生
と
な
り
、
日
新

神
社
の
し
め
縄
作
り
を

し
て
い
ま
す
。
稲
わ
ら

を
６
〜
７
ｍ
も
の
長
さ

に
編
む
も
の
で
、
こ
れ
が
難
し
く
、
納
得
の

い
く
も
の
は
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
。
最
後

は
「
来
年
こ
そ
は
う
ま
く
作
ろ
う
」
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

日
新
小
学
校
が
昭
和　

年
に
上
富
良
野
西

５４

小
学
校
に
統
合
に
な
っ
て
か
ら
、　

年
経
ち

３０

ま
す
が
、
今
で
も
運
動
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
参
加
は
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
春
祭
り
み
た

い
な
も
の
で
盛

り
上
が
っ
て
い

ま
す
。

　

日
新
住
民
会

は
、
家
族
的
な
な

ご
や
か
な
雰
囲

気
が
モ
ッ
ト
ー

で
す
。

�

め
、
冬
期
間
、
路
外
に
飛

び
出
す
事
故
が
発
生
し
て

い
た
た
め
、
安
心
し
て
通

行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　

清
富
小
学
校
は
、
現
在

多
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
と

し
て
誰
で
も
利
用
で
き
ま
す
。
住
民
会
で

は
、
夏
季
間
に
屋
外
で
交
流
で
き
る
施
設
整

備
も
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
子
ど
も
会
行
事

な
ど
で
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
清
富
地
区
の

自
然
環
境
に
触
れ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

住
民
会
七
夕
祭
り（
８
月
）

　

夏
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
む
機
会
と
し
て
、

焼
き
肉
会
や
花
火
大
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

清
富
地
区
に
関
係
す
る
方
々
が
集
う
大
き
な

行
事
で
、　

名
以
上
が
参
加
し
、
に
ぎ
や
か

４０

に
交
流
し
て
い
ま
す

住
民
会
多
世
代
交
流
会（　

月
）

１１

　

以
前
あ
っ
た
学
芸
会
に
代
わ
る
も
の
と
し

て
、
チ
ー
ム
対
抗
戦
で
の
ゲ
ー
ム
大
会（
囲

碁
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
、
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ

ト
な
ど
）、
食

事
会
、
の
ど
自

慢
カ
ラ
オ
ケ
大

会
な
ど
、
農
家

の
落
ち
着
い
た

時
期
に
皆
が
集

い
、
交
流
会
を

実
施
し
て
い
ま

す
。

　

清
富
地
区
は
、
日
新
ダ
ム
を
過
ぎ
て
白
金

温
泉
に
向
か
う
途
中
に
あ
り
、
住
民
会
に
は

　

世
帯（
う
ち
８
軒
が
農
家
）が
加
入
し
、　

１５

５６

名
が
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

各
農
家
に
後
継
者
が
育
ち
、
若
い
世
代
も

い
る
の
で
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会（
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
、
ミ
ニ
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
）に

も
参
加
し
て
い
ま

す
。
住
民
会
な
ど

の
色
々
な
役
職
も

老
友
会
、青
年
部
、

婦
人
部
含
め
て
、

住
民
会
全
体
で
活

動
を
担
っ
て
い
ま

す
。

　

地
域
に
と
っ
て
う
れ
し
い
出
来
事
と
し
て

は
、
昨
年
二
人
の
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
ま
し

た
。

　

今
年
の
秋
か
ら
、
道
道
三
沢
上
富
良
野
線

の
改
良
工
事
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
以
前
か
ら

要
望
し
て
き
た
事
案
で
、
急
な
カ
ー
ブ
の
た

敬老会の様子

住民会対抗ソフトミニバレーボール大会で活躍
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富
良
野
警
察
署�
�
０
１
１
０

上
富
良
野
交
番�
�
２
０
３
９

４月の町内交通事故発生状況
（　）は前年比較

毎毎月月1155日日はは『『道道民民交交通通安安全全のの日日』』

(＋３)３：人身事故発生件数
(±０)０：死 者 数
(＋３)３：傷 者 数
(－１)１６：物 損 件 数

地域に密着した情報を配信中�富良野警察署ホームページ http://www.furano syo.police.pref.hokkaido.jp/ 交番
ミニ
広報紙

山登り『体力・技量』考えて山登り『体力・技量』考えて

　

毎
年
、
富
良
野
署
管
内
に
お
い
て
、
多
く
の
自
転

車
の
盗
難
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

�
丈
夫
な
鍵
を
取
り
付

　

け
、
確
実
に
鍵
を
か

　

け
る
。

�
防
犯
登
録
の
手
続
き

　

を
す
る
。

　

防
犯
登
録
を
す
る
と

登
録
番
号
や
車
体
番
号

か
ら
持
ち
主
が
わ
か
る
た
め
、
被
害
回
復
の
可
能
性

が
非
常
に
高
く
な
り
ま
す
。

　

登
録
は
指
定
の
販
売
所
で
行
え
ま
す
。
費
用
は　
５００

円
で
、　

年
間
登
録
さ
れ
ま
す
。

１０

　

十
勝
岳
の
雪
解
け
と
と

も
に
、
登
山
や
山
菜
採
り

な
ど
で
山
に
出
か
け
る
機

会
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

例
年
、
こ
の
時
期
に
遭

難
事
故
が
多
数
発
生
し
て

い
ま
す
の
で
、
遭
難
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
も

次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

�
登
山
は
、
十
分
な
装
備
と
ゆ
と
り
の
あ
る

　

計
画
を
立
て
、
自
分
の
体
力
や
技
量
に
合

　

わ
せ
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

�
入
山
前
に
は
必
ず
気
象
状
況
を
確
認
し
、

　

天
候
が
悪
化
し
そ
う
な
場
合
は
、
無
理
を

　

せ
ず
安
全
に
下
山
で
き
る
範
囲
で
楽
し
み

　

ま
し
ょ
う
。

�
一
人
で
入
山
せ
ず
、
入
山
前
に
は
登
山
計

　

画
書
を
警
察
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

�
入
山
の
際
は
鈴
や
ラ
ジ
オ
を
身
に
つ
け
て

　

鳴
ら
し
な
が
ら
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
に
は
丈
夫
な
鍵
と
防
犯
登
録
を

振
り
込
め
詐
欺
に
注
意
！

　

孫
や
子
ど
も
を
名
乗
る
者
か
ら
、
携
帯
電
話
の
番

号
が
変
わ
っ
た
等
の
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ら
、
変

　

巡
回
連
絡
と
は
、
警
察
官
が
皆
さ
ん
の
家
を
訪
問
し

最
近
の
事
件
・
事
故
の
発
生
状
況
を
お
知
ら
せ
し
た
り
、

交
通
安
全
や
防
犯
の
指
導
、
ま
た
警
察
に
対
す
る
皆
さ

ん
の
意
見
や
要
望
を
聞
い
て
ま
わ
る
活
動
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

巡
回
連
絡
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

水
に
対
す
る
恐
怖
心
を
解
消
し
、

水
泳
の
楽
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
を
目

的
に
「
子
ど
も
水
泳
教
室
」
を
開
催

し
ま
す
。

日
時　

６
月　

日
〜
７
月　

日

１２

３１

　
　
　

毎
週
金
曜
日　

計
８
回

　
　
　
　

時
〜　

時

１９

２０

場
所　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

対
象　

小
学
１
年
生

募
集
人
員　
　

名
３０

参
加
料　
　

円
５００

申
込
期
限　

６
月
８
日（
月
）

申
込
み
・
問
合
せ

　

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

　
�
�
５
５
１
１

※
参
加
申
込
書
は
、
社
会
教
育
総
合

　

セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

参
加
く
だ
さ
い

子
ど
も
水
泳
教
室

教
育
振
興
課 
社
会
教
育
班

�
�
５
５
１
１

初
級
英
会
話
教
室

教
育
振
興
課 
社
会
教
育
班

�
�
５
５
１
１

　

英
語
指
導
助
手
の
ニ
コ
ー
ル
・

ヒ
ュ
ー
ゼ
ビ
ー
に
よ
る
初
級
英
会
話

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

６
月
３
日
〜
７
月
１
日

　
　
　

毎
週
水
曜
日　

計
５
回

　
　
　
　

時
〜　

時　

分

１９

２０

３０

場
所　

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

わ
る
前
の
電
話
番
号
に
電
話

し
て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

警
察
官
が
電
話
で
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
等
の
暗
証
番
号

等
を
聞
き
だ
す
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
よ
う
な

電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ら
、

警
察
へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

２
階　

学
習
室

対
象　

一
般（
高
校
生
以
上
）

募
集
人
員　
　

名
２５

参
加
料　

無
料

　

※
内
容
に
よ
り
材
料
費
が
か
か
る

　
　

場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
期
限　

５
月　

日（
金
）

２９

申
込
み
・
問
合
せ

　

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

　
�
�
５
５
１
１

わ
く
わ
く
合
宿

教
育
振
興
課 
社
会
教
育
班

�
�
５
５
１
１

　

自
分
の
役
割
を
決
め
、
協
力
し
合

い
、
共
同
生
活
を
行
い
な
が
ら
、
通

学
し
ま
す
。

日
程　

６
月　

日（
水
）〜　

日（
土
）

１７

２０

　
　
　

３
泊
４
日

場
所　

公
民
館

対
象　

小
学
４
〜
６
年
生

募
集
人
員　
　

名
２４

　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

参
加
料　

３
千　

円
５００

申
込
期
限　

６
月
３
日（
水
）

申
込
み
・
問
合
せ



や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト（
咳
・
く
し
ゃ
み

は
、
ハ
ン
カ
チ
な
ど
で
鼻
や
口
を
押

さ
え
、
飛
沫
を
と
ば
さ
な
い
）、
外
出

後
の
う
が
い
、
手
洗
い
を
励
行
し
ま

し
ょ
う
。

相
談
・
問
合
せ

　

富
良
野
保
健
所　
�
３
１
６
１

　

受
付
時
間　

9
時
〜　

時
２１

発
熱
相
談
セ
ン
タ
ー
を
開
設

保
健
福
祉
課 
健
康
推
進
班

�
�
６
９
８
７

　

富
良
野
保
健
所
で
は
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
応
し
た
「
発
熱
相

談
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

�

十
勝
岳
の
火
山
活
動
概
報
（
２
０
０
９
年
４
月
）

『
活
動
状
況
及
び
予
報
警
報
事
項
』　

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
１　

平
常

　

地
震
活
動
及
び　

‐
２
火
口
等
の
噴
煙
活
動
や
熱
活
動
は
低
調
に
推
移
し
て
い

６２

る
こ
と
か
ら
、
た
だ
ち
に
火
口
周
辺
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
噴
火
に
結
び
つ
く

と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
の
火
山
活
動
の
推
移
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

平
成　

年　

月　

日
に
噴
火
予
報（
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
１　

平
常
）を
発
表
し
ま

２０

１２

１６

し
た
。そ
の
後
、予
報
警
報
事
項
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

『
噴
煙
及
び
熱
活
動
』

　
　

‐
２
火
口
の
噴
煙
の
高
さ
は
火
口
縁
上
概
ね　

ｍ
以
下
で
推
移
し
、
噴
煙
活

６２

２００

動
は
低
調
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

『
地
震
活
動
』

　
　

日
６
時　

分
か
ら
、
継
続
時
間
が
短
く
振
幅
の
小
さ
な
火
山
性
微
動
が
観
測

１１

２８

さ
れ
ま
し
た
。
微
動
発
生
源
の
詳
細
は
不
明
で
す
が
、
各
観
測
点
で
の
到
達
時
間

差
が
小
さ
い
こ
と
か
ら
、
や
や
深
い
と
こ
ろ
で
発
生
し
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
微

動
の
発
生
前
後
で
噴
煙
の
状
況
に
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

火
山
性
地
震
は
、
火
山
性
微
動
の
発
生
し
た　

日
に　

回
と
や
や
多
く
な
り
ま

１１

１６

し
た
が
、
そ
の
他
の
日
は
１
日
あ
た
り
４
回
以
下
で
、
地
震
活
動
は
概
ね
低
調
に

経
過
し
ま
し
た
。
震
源
は
概
ね
グ
ラ
ウ
ン
ド

火
口
周
辺
や
旧
噴
火
口
付
近
の
浅
い
と
こ
ろ

に
分
布
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
と
比
べ
て
特

に
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

『
地
殻
変
動
』

　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
連
続
観
測
で
は
、
前
十
勝
観
測
点

で
、　

‐
２
火
口
付
近
浅
部
の
膨
張
を
示
す

６２

と
考
え
ら
れ
る
変
動
が
引
き
続
き
観
測
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

問
合
せ　

旭
川
地
方
気
象
台
技
術
課

　
　
　
　
　�
０
１
６
６�
６
３
６
８

お知らせ
Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

免
許
更
新
時
講
習

町
民
生
活
課 
生
活
環
境
班

�
�
６
９
８
５

優
良
講
習（　

分
）

３０

▼
６
月
５
日（
金
）　　

時
１３

▼
６
月　

日（
月
）　　

時

１５

１３

　

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

▼
６
月　

日（
金
）　　

時

１９

１３

　

消
防
２
階
「
大
会
議
室
」

一
般
講
習（
１
時
間
）

忘
れ
ず
に

無
料
相
談

交
通
事
故
相
談

町
民
生
活
課 
生
活
環
境
班

�
�
６
９
８
５

　

交
通
事
故
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
時　

６
月　

日（
水
）

１０

　
　
　
　

時
〜　

時

１３

１６

場
所　

富
良
野
市
役
所

問
合
せ　

上
川
支
庁
地
域
振
興
部
環

　

境
生
活
課

　
�
０
１
６
６�
５
９
２
３　

心
配
ご
と
相
談

社
会
福
祉
協
議
会�
�
３
５
０
５

　

家
庭
内
で
の
心
配
ご
と
や
誰
に
も

相
談
で
き
な
い
悩
み
ご
と
な
ど
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

日
時　

６
月
２
日（
火
）・　

日（
火
）

１６

　
　
　
　

時
〜　

時

１３

１６

行
政
相
談

総
務
課 
総
務
班�
�
６
４
０
０

ど
は
「
行
政
相
談
委
員
」
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
２
日（
火
）

　
　
　
　

時
〜　

時

１３

１６

場
所　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か

　

み
ん
２
階　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

行
政
相
談
委
員　

田
中　

博

　

南
町
２
丁
目
１
番　

号
１３

　
�
�
２
８
８
２

場
所　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か

　

み
ん
２
階　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

問
合
せ　

社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
�
�
３
５
０
５

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
が

見
ら
れ
た
国
や
地
域
に
滞
在
又
は
旅

行
し
、
発
熱
、
咳
、
鼻
水
、
の
ど
の

痛
み
な
ど
の
症
状
又
は
不
安
の
あ
る

方
は
、
医
療
機
関
を
受
診
す
る
前
に

必
ず
富
良
野
保
健
所
に
電
話
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
人
ご
み
で
の
マ
ス
ク
着
用

▼
６
月
５
日（
金
）　　

時
１４

▼
６
月　

日（
木
）　　

時

２５

１３

　

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

違
反
講
習（
２
時
間
）

▼
６
月　

日（
水
）　　

時

１０

１３

▼
６
月　

日（
木
）　　

時　

分

２５

１４

３０

　

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

�
お
手
元
に
届
く「
運
転
免
許
証
更

　

新
連
絡
書
」で
確
認
の
う
え
、受
講

　

前
に
必
ず
免
許
更
新
手
続
き
を
警

　

察
署
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

富
良
野
地
方
交
通
安
全
協
会

　
�
�
０
１
１
０

　

役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
、
お
困
り

の
こ
と
や
納
得
の
い
か
な
い
こ
と
な

　

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

　
�
�
５
５
１
１



�

お知らせ
ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

順不同

危険業務従事者叙勲

瑞宝単光章
 
木 
幡 　
 　

武

こ
は
た

   
 
さ
ん

た
け
し

　

富
町
２
丁
目（　

歳
）

６１

　永年にわたり防衛業務に
従事され、その職務を果た
し、功労を積み重ねた功績
により、瑞宝単光章を受章
されました。

瑞宝双光章
 
前 
多 　
 
邦 
昭  
さ
ん

ま
え
だ 

く
に
あ
き

　

丘
町
１
丁
目（　

歳
）

６１

　永年にわたり防衛業務に
従事され、その職務を果た
し、功労を積み重ねた功績
により、瑞宝双光章を受章
されました。

瑞宝双光章
 
早 
坂 　

吉 
春

は
や
さ
か

     

 
さ
ん

よ
し
は
る

　

大
町
２
丁
目（　

歳
）

６１

　永年にわたり防衛業務（通
信業務）に従事され、その職
務を果たし、功労を積み重
ねた功績により、瑞宝双光
章を受章されました。

瑞宝単光章
 
多 
田 　

正 
人

た
だ

     

 
さ
ん

ま

さ

と

　

新
町
５
丁
目（　

歳
）

６１

　永年にわたり防衛業務に
従事され、その職務を果た
し、功労を積み重ねた功績
により、瑞宝単光章を受章
されました。

瑞宝単光章
 
関 　
 　

和 
男

せ
き

     

 
さ
ん

か

ず

お

　

本
町
５
丁
目（　

歳
）

６１

　永年にわたり防衛業務に
従事され、その職務を果た
し、功労を積み重ねた功績
により、瑞宝単光章を受章
されました。

瑞宝単光章

佐
々
木

     

三
千
吉

さ
さ
き

     

 
さ
ん

み
ち
よ
し

　

新
町
４
丁
目（　

歳
）

６１

　永年にわたり防衛業務に
従事され、その職務を果た
し、功労を積み重ねた功績
により、瑞宝単光章を受章
されました。

瑞宝単光章
 
望 
月 　

和 
行

も
ち
づ
き

     

 
さ
ん

か
ず
ゆ
き

　

本
町
１
丁
目（　

歳
）

６１

　永年にわたり防衛業務に
従事され、その職務を果た
し、功労を積み重ねた功績
により、瑞宝単光章を受章
されました。

瑞宝単光章
 
平 
間 　

高 
敏

ひ
ら
ま

     

 
さ
ん

た
か
と
し

　

丘
町
１
丁
目（　

歳
）

６１

　永年にわたり防衛業務に
従事され、その職務を果た
し、功労を積み重ねた功績
により、瑞宝単光章を受章
されました。

瑞宝単光章
 
田 
所 　

勝 
也

た
ど
こ
ろ

     

 
さ
ん

か

つ

や

　

東
町
１
丁
目（　

歳
）

６１

　永年にわたり防衛業務に
従事され、その職務を果た
し、功労を積み重ねた功績
により、瑞宝単光章を受章
されました。

勲章受章者


